
 
 

新情報システム「鉄道Ｗｅｂサービス」の運用開始について 

 
平成２２年４月１４日 

 
 従来、お客様が利用しているコンテナの輸送状況把握には電話やＦＡＸが使

われているため、手間がかかるなどの不便がありました。そこで、利用運送事

業者は「鉄道Ｗｅｂサービス実証委員会」を設置し（事務局：ヤマト運輸株式

会社）、当社と連携してお客様へ迅速に情報提供する取り組みを行ってきました。 

平成２２年４月１日から「鉄道Ｗｅｂサービス利用促進協議会（改称）」は、

お客様へのサービス提供を主目的とする「鉄道Ｗｅｂサービス」を開始しまし

た。当社はコンテナ位置情報を「鉄道Ｗｅｂサービス」を通じて提供し、お客

様へのサービスアップを図っています。 
 
 
 
１．新情報システムの名称 「鉄道Ｗｅｂサービス」(URL http://www.z-mail.jp) 
 
２．「鉄道Ｗｅｂサービス利用促進協議会」構成会社（五十音順）（4月 1日現在） 

 ㈱合通、札幌通運㈱、センコー㈱、中央通運㈱、トナミ運輸㈱、ＪＲ貨物、

ヤマト運輸㈱、他１４社 

 
３．システム概要図    別紙 
 
４．サービス内容 

  (1)インターネットに接続できるパソコンがあれば登録するだけで利用でき、
導入も運用コストも不要です。（登録料金、会費不要） 

    (2)鉄道輸送中およびトラック配達中の最新の輸送情報がリアルタイムに提
供されます。 

  (3)鉄道輸送により、トラック輸送と比較して削減できたＣＯ２削減量が案
内されます。 
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「鉄道Webサービス」のメリット
お客様の鉄道コンテナの輸送状況に対する、次のような課題が解消されます。

コンテナの輸送状況を把握するのに、その都度電
話問い合わせする手間を省きたい

最新の列車位置・遅延情報を把握したい

輸送障害をタイムリーに把握したい

CO2排出削減量等の実績を簡単に把握したい

インターネットで荷物のお問い合わせが可能

「ｅメール」サービスをタイムリーに配信

（配達時間遅延、お届け予定・完了メールを配信）

配達コンテナの一覧リスト作成サービス

別紙


